
S4 Simulation System の特徴 

S4 Simulation Systemは以下のような特徴を持ったシミ

ュレーションシステムです。 

 GUI によるモデリング 

 psim 言語による柔軟なカスタマイズ 

 Generator を用いた柔軟なプロセスモデリング 

 分析機能とグラフ表示機能 

 パラメータの最適化機能  

 ハイブリッドシミュレーション 

新機能 

人流シミュレーション 

人流シミュレーションは、イベント会場や公共交通機関

の駅といった多くの人が集まる空間において、人々の流れ

をシミュレーションし、混雑緩和によるソーシャルディス

タンスの確保や災害発生時の避難経路構築などといった社

会課題を解決するために注目されている技術です。 

S4 ではミクロ人流エージェントモデルとしてソーシャル

フォースモデル（SFM）を実行可能でしたが、今回新しくフ

ロアフィールドモデル（FFM）も選択可能となりました。こ

れに伴い、SFM部品の名称がミクロ人流部品に変更されてい

ます。 

 フロアフィールドモデル 

ソーシャルフォースモデル（ＳＦＭ）では、各エージェン

トが二次元空間の中に配置され、歩行者の動きそのものを

緻密に再現することができました。しかし、高密度下のシミ

ュレーションでは反発力のパラメータ調整が難しく、エー

ジェント同士が強く反発しあってしまうような非現実的な

状況が起こりやすく、また各エージェントの相互作用を計

算するため計算効率が低いという問題がありました。 

今回実装されたフロアフィールドモデル（ＦＦＭ）はセル

ベースの歩行者モデルとなります。エージェントの位置は

ＳＦＭほど柔軟ではありませんが、高密度化のシミュレー

ションでもパラメータの難しい調整を必要とせず、エージ

ェント同士の相互作用は隣接したエージェントのみで計算

されるため、計算効率が良くなります。ＳＦＭでは難しかっ

た高密度な計算についても FFM で取り組める可能性があり

ます。 

SFM,FFM はミクロ人流環境部品からワンクリックで切り

替え可能です。SFM と FFM を切り替えながら、適切なモデル

を選択いただくこともできます。 

 
映画館シミュレーションを FFMで実行する様子 

交通シミュレーション 

交通シミュレーション機能に、QGIS 連携機能が加わりま

した。地図エディタより大規模で複雑な地図の読み込みが

可能となります。 

 QGIS対応 

地図エディタには現実の緯度経度を指定して現実の地図

を扱う機能がありましたが、より大規模で複雑な地図につ

いては先に外部の地理情報システムであるQGISで編集して

から S4に取り込む工程を採用しました。取り込み用の機能

の追加の他、今回は QGIS そのものの操作方法についてもマ

ニュアルを新規に作成したため、滞りなく利用できます。。 

 

 
QGIS による地図編集 

汎用シミュレーションシステム 

Version 6.5 新機能紹介 



 

 人流機能の更新 

人流機能は、予め用意した地図情報に対し、始点・中継点・

終点といった要素を指定することで（コーディング無しで）

人流の設定を行える機能です。今回はこれとは別に、CSV デ

ータ形式で作成した人流設定をS4で読み込める機能を追加

しました。多数の設定をコーディング無しで読み込めるよ

うになります。 

 

ノードベース版グラフエディタ 

新しいグラフ描画エディタとして「ノードグラフエディ

タ」をご利用いただけるようになりました。ノードグラフエ

ディタについても新たにマニュアルを作成いたしました。

マニュアル内のクイックスタートをご覧いただくことで簡

単に利用方法を把握いただけます。 

エディタ上では、シミュレーションで作成したモニタや

外部ファイルを読み込み、ノードベース上でデータを操作

してグラフを作成することができます。従来通りシミュレ

ーション実行時にグラフを更新するリアルタイム描画機能

もご利用いただけます。また、カスタムコードノードと呼ば

れるpythonコードを自由に記述可能なノードを利用するこ

とで、これまで分析スクリプトから利用していたような複

雑な可視化も行うことができ、複雑な可視化とシミュレー

ション実行を同時に行うことができるようになります。 

ChatGPT 連携機能を用いることで、カスタムノードコード

に記述する可視化用の python コードを自然言語で生成・修

正することも可能です。こちらの機能の利用には Azure サ

ブスクリプションのご準備が必要となりますが、コードを

書きなれていない方や、python には習熟しているが複雑な

可視化コードを簡単に書き起こしたい方などにお勧めの機

能です。 

 
ノードグラフエディタのイメージ図 

 

エージェント部品 UI 

エージェント部品の UIには「エージェントの初期化」と

「エージェント集合の初期化」といった一見見分けのつきに

くい項目名が多いため、UI 上でグループ化して表示させる

など、一部 UIを更新しました。また、エージェント部品上

部の説明欄を更新し、部品で行われる処理について記載を

行いました。 

サポート 

自社開発製品なので迅速且つきめ細やかなサポートをご

提供いたします。また、お客様の目的に合わせたカスタマイ

ズや周辺ソフトウエアの開発にも積極的に対応いたしま

す。弊社の長年にわたるシミュレーション・データ解析分野

の経験で蓄積したノウハウを元に、お客様の問題に最適な

ソリューションを提供いたします。
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